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ＪＧＮ メンバーズ ジャーナル 『ガーデナーの泉』（2020 年 5 月 21 日発行） 

 

思うまま、軽やかに書き綴るメールマガジン『ガーデナーの泉』。 

今回は、英国在住のガーデンライター白井法子さんからの「COVID-19 パンデミックの中の英国園芸文化」のお話です。

園芸大国である英国の奥深さを感じられるタイムリーで貴重なストーリーを『ガーデナーの泉』でお届けします。 

 

 

 

 

◆COVID-19 パンデミックの中の英国園芸文化 ＜その 1＞◆ 

 Gardening for Well-being 健康に暮らすためのガーデニング 

～JGN 会員限定メルマガ記事～ 

ガーデンライター、JGN 創立メンバー 白井 法子  

 

 

 

 
チェルシーフラワーショウまで中止になるなんて・・・改めて、新型コロナウィルスの恐ろ

しさを感じた瞬間でした。100 年以上のチェルシーフラワーショウの歴史の中で、戦争を 

除いて、初めての中止が告知されたのです。JGNから、‘英国の最新園芸情報を’と、記事の

依頼を受けたのはその翌日でした。今回のパンデミックが英国園芸界にどんな影響をもたら

しているのか、また、そんな中でも、園芸大国ならではと感じる力強さなど、現地にいて感じ

ることを率直に綴ることにします。 

3月 23日に国家非常事態宣言が発令、 

一般公開されていた庭は全て閉園。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園芸もバーチャル化 
 

新型コロナウィルスによって園芸業界にも暗雲が立ち込めるのを少しでも防ごうと、

インターネットを使った園芸関係のイベントやチャリティーが始まっています。チェル

シーフラワーショウも、予定されていた同日程（５月 18 日〜23 日）でバーチャル 

フラワーショウが行われています。同じく、BBC も 5 月 17 日〜24 日までチェル 

シーフラワーショウの特別番組を組み、過去 10年間のハイライトを放映中です。 

 
※ ガーデンデザイナーや園芸専門家からのガーデニングアドバイスなどが日替わりで 

見られます。https://www.rhs.org.uk/shows-events/virtual-chelsea 

「今こそ、ガーデニング」 
 

今回のパンデミックは、ガーデニングシーズンがこれからというタイミングで園芸界を 

襲ったことからパーフェクトストームと呼ばれ、園芸店や生産者に多大な影響を及ぼしまし

た。（主に打撃を受けた）春の花だん用植物を含む総在庫の約 25%を廃棄することになるだ

ろうというニュースが流れると、園芸番組の司会者やカリスマ園芸家たちは業界をサポート

しよう立ち上がりました。明らかな経済的ダメージに加え、「不安定な世の中で、唯一人間の

精神を正常に保てるのはガーデニングだけ」、「受粉を助けるミツバチやチョウなど、ポリ 

ネーターのためにも我々はガーデニングをする責任がある！」と、今回のパンデミックが 

英国庭園に長年にわたる影響を及ぼす可能性を示唆し、政府に園芸界への救済策を求めまし

た。これが全国版のニュースになるのも園芸大国らしいところです。 
 
※ 5 月 13 日より、国内の植物ナーサリーやガーデンセンターの営業が許されるようになり

ました。生活必需品以外のセクターでは一番乗りの営業再開です 

2018年のチェルシーフラワーショウ。メイ首相（当時）を案内するスー・ビグス総長。 

現在、キューガーデンやナショナルトラストと手を組み、国内の庭の一般公開再開に尽力中。 

https://www.rhs.org.uk/shows-events/virtual-chelsea


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※白井法子さんの Gadenet 紹介ページは→https://gadenet.jp/norikoshiraiabout 

 

〒112-0013 東京都文京区音羽 1-17-11 花和ﾋﾞﾙ 802 

一般社団法人 ジャパン・ガーデナーズ・ネットワーク 

TEL：03-6902-9710 FAX：03-6902-9720 

土日祝祭日休     e-メール：info@gardenersnet.or.jp 

ガデネット(Gadenet)  https://gadenet.jp/ 

オフィシャルサイト  https://www.gardenersnet.or.jp 

facebook  https://www.facebook.com/gardenersnet/ 

Instagram https://www.instagram.com/japangardenersnetwork/ 

 

 

 

2020年のイエローブック。ガーデンオーナーが庭の様子を録画し、

ウェブサイト上でビデオを共有することで寄付金を募る。 

1927年から90年以上もの間、慈善活動を行なっているNGS (ナショナル ガーデン 

スキーム)も、設立以来初めてオープンガーデンを実施できない状況を切り抜けようと、

「バーチャルビジット」を考案しました。 
 
※ NGS のサイト上では、著名ガーデンデザイナーの個人庭も見られます。 

https://ngs.org.uk/virtual-garden-visits/ 

また、ロックダウン中も営業が許されていたスーパーマーケットも、生産者から植物

を買い取り、販売をオファーするなど、ガーデニングは国民が健康に暮らすために必要

だということが色々な場面で認識されているようです。 

 

次回の Part 2では、今年 1月末のブレグジット(EU離脱)実行、そして、その直後に

起きたパンデミックの渦の中で、ガーデニングに対する英国人の意識がどう変わりつつ

あるかについて考えてみます。 

白井 法子（しらい のりこ） 

 

ケンブリッジ大学植物園での研修を経て、ランド

スケーパーの夫と共に再び渡英。現在は、英国の

庭やガーデニングの文化と伝統を伝えるべく、 

ガーデンライターとして活動。主婦の友社刊 

『園芸ガイド』と同誌のオフィシャルサイトで、

英国のガーデニング事情をレポート中。英国園芸

関係のジャーナリスト、写真家などプロフェッショ

ナルで構成される The Garden Media Guild の

正会員。リンカンシャー州に夫と娘と暮らす。 
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